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　生物は，環境の変化に応答しながら，一定のリズムで成長と分化をくりかえし，固有の生物個
体を作り上げていく。この生体の恒常性には種種の内生の生理活性物質が関与して成長と分化を
コントロールしている。生物機能化学研究室では生体に必須な内生の生理活性物質，なかでも特
に核酸関連化合物に着目している。これら化合物の化学合成と生理活性の検討，質量分析法によ
る生理活性物質の微量分析法の開発に取り組み，以下に述べるように生物機能を生物有機化学的
立場で研究している。
質量分析法による生理活性物質の微量分析法の開発
　質量分析法は本来分子の質量を測定する方法であるが，内部標準物質を一定量用いることで微
量分析が可能となる。そのための内部標準物質としては重水素標識化合物を利用してきた。これ
までに重水素標識サイトカイニン，インドール酢酸，アブシジン酸などの植物ホルモン類を合成
した。質量分析法により植物組織中のこれら植物ホルモンの同定・定量を行い，ホルモン類が植
物の成長・分化に果たしている役割の解析を進めている。
　さらに，DNAが活性酸素の攻撃を受けると酸化損傷物質としてチミングリコールが生成し，尿
に排泄される。そこで重水素標識チミングリコールを合成し，尿に一定量添加した。その尿中か
ら回収したチミングリコール画分を揮発性誘導体に調製してGC－MS分析を行った結果，　ppbレ
ベルの定量を可能とした。この分析法を応用してカテキンなどの食品成分が持つ活性酸素消去能
の生体内評価に取り組んでいる。
重水素標識サイトカイニンを用いた植物培養細胞の代謝能の解析
　重水素標識位置が異なる標識サイトカイニンを別途合成して，これを前駆体としてサツマイモ
培養細胞に取り込ませた代謝研究では，サツマイモ細胞はタバコやキウイ細胞に比べてアデニン
環9位窒素にグルコースを結合させる能力が高いことを判った。また，この配糖体は細胞内でサ
イトカイニンオキシダーゼにより分解されにくいことが示唆された。また，キラルな側鎖を持つ
サイトカイニン分子を合成し，これを前駆体とした代謝実験により代謝変換や細胞内安定性を検
討している。
ヌクレオチド型サイトカイニンの合成と生理活性の検討
　植物の貯蔵組織の発達やサイトカイニンの植物体内の移行性を解析するためのプローブ分子と
して，サイトカイニン塩基を持つオリゴヌクレオチドの化学合成と生理活性を検討している。
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　今年は，米山研究室と合同チームで参加した植物保護研究団体（8大学）の親善ソフトボール
大会（もみじ杯）で，これまでの最下位から脱して準優勝（2001）した。その記念の楯を掲げた
研究室のメンバーです。
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